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　九州大学は1911年の創立以来、多くの優れた研究成果
や人材を社会に送り出してきました。国内最大規模を誇る
伊都キャンパスは「総合科学の中枢・実証実験拠点」とし
て機能し、最先端の研究・教育をはじめ、社会実装を見据
えたさまざまな実証実験を展開しています。
　2021年に、2030年に向けた大学の目指す姿として
「総合知で社会変革を牽引する大学」を掲げ、その実現に
向けたさまざまな取組を具体化する「Kyushu University 
VISION 2030（1）」を策定し、先導的な大学改革を実施
しています。
　教育・人材育成については、九州大学がこれまで蓄積し
てきた「知」と「人材」を最大限に活用し、新たな社会を
デザインする力と課題を解決する力を有し、グローバルに
活躍できる「価値創造人材」の育成に取り組んでいます。
九州大学での学びを通じて、地域社会と協働し、社会的課
題の解決や、持続可能で人々の多様な幸せ（Well-being）
を実現する社会づくりに共に貢献していきましょう。

予
測
困
難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

「
総
合
知
で
社
会
変
革
を
牽
引
す
る
大
学
」
で

と
も
に
未
来
を
切
り
拓
く
学
問
を
探
求
し
よ
う
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総
合
知
の
創
出
か
ら
社
会
実
装
ま
で

一
体
的
に
推
進

　
「
総
合
知
」
と
は
、
本
学
が
持
つ
人
文

社
会
科
学
系
か
ら
、
自
然
科
学
系
、
さ
ら

に
は
デ
ザ
イ
ン
系
の
「
知
」
も
組
み
合
わ

せ
、
現
代
社
会
の
複
雑
に
絡
む
事
象
を
単

一
の
研
究
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の

分
野
の
「
知
」
を
活
用
し
、
多
様
な
視
点

で
課
題
の
解
決
に
導
く
新
し
い
知
識
や
斬

新
な
考
え
方
を
意
味
し
ま
す
。
九
州
大
学

は
、
こ
の
複
眼
的
な
「
総
合
知
」
を
導
き

出
し
、
社
会
の
課
題
を
解
決
し
て
、
教

育
・
研
究
は
も
と
よ
り
、
社
会
変
革
に
貢

献
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン

統
括
本
部
」、「
デ
ー
タ
駆
動
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
本
部
」、「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｏ
Ｉ

Ｐ
）」
な
ど
の
基
盤
組
織
を
作
り
、
総
合

知
の
創
出
か
ら
社
会
実
装
ま
で
を
一
体
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
  （2）

。
こ
の
う
ち
Ｏ
Ｉ

Ｐ
に
つ
い
て
は
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

社
会
実
装
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
２
０
２
４
年
４
月
に
外
部
法
人
化
し
、

「
九
大
Ｏ
Ｉ
Ｐ
株
式
会
社
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
７
月
に
は
九
大
Ｏ
Ｉ
Ｐ
に
よ
る
開

新
た
な
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
課
題

解
決
す
る
「
価
値
創
造
人
材
」
を
育
成

　

九
州
大
学
は
、
優
れ
た
若
手
研
究
者
の

育
成
を
重
要
な
使
命
と
位
置
付
け
、
高
大

接
続
か
ら
博
士
課
程
修
了
ま
で
の
一
体
的

な
改
革
を
推
進
す
る
組
織
と
し
て

２
０
２
３
年
４
月
に
「
未
来
人
材
育
成
機

構
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

枠
を
超
え
た
情
報
や
リ
ソ
ー
ス
の
共
有
、

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
他
へ
の
応
用
や

新
た
な
教
育
モ
デ
ル
の
開
発
な
ど
を
組
織

的
に
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
価
値
創
造
人
材
の
育
成
と
し

て
、
社
会
の
複
雑
な
課
題
を
解
決
で
き
る

能
力
を
養
う
た
め
、
文
理
融
合
教
育
に
つ

い
て
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
大
学
院
に
お
け
る
文
理

融
合
型
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
モ
デ
ル
「
マ
ス
・
フ
ォ
ア
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
研
究
科

等
連
係
課
程
の
枠
組
み
を
利
用
し
た
マ

ス
・
フ
ォ
ア
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
係
学

府
（
数
理
学
府
、
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
府
、

経
済
学
府
）
を
中
心
に
、
学
内
の
さ
ま
ざ

発
法
人
設
立
支
援
の
成
果
第
１
号
と
し
て

「
Ｅ
Ｕ
Ｖ
フ
ォ
ト
ン
株
式
会
社
」
を
設
立

す
る
な
ど
、
社
会
実
装
へ
の
取
組
が
進
ん

で
お
り
、
九
州
大
学
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ァ
ン

／
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ン

タ
ー
（
Ｑ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）
を
中
心
に
展
開
し
て

い
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
と

と
も
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
設
立
に
直
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
環
境
の
改
善
な
ど
を
目
指

し
、
２
０
２
３
年
３
月
に
は
、
九
州
・
沖

縄
地
区
の
全
11
国
立
大
学
で
構
成
す
る

「
九
州
・
沖
縄
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
Ｋ
Ｏ
Ｏ
Ｕ
）」
を
形
成
す
る
と
と

も
に
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
Ｏ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
と
も
連
携
協
定
を
結
び
、
研
究

力
強
化
に
向
け
た
学
術
交
流
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
２
月
に
は
九
州

大
学
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
国
立

台
湾
大
学
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
ア
ー
バ
ナ
・

シ
ャ
ン
ペ
ー
ン
校
の
３
大
学
で
連
携
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
向
け
た
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
基
本
合

意
）
を
締
結
し
た
ほ
か
、
４
月
に
は
台
湾

の
大
学
群
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ

る
「The U

niversity A
cadem

ic 
Alliance in Taiw

an

（
Ｕ
Ａ
Ａ
Ｔ
）」
と

Ｋ
Ｏ
Ｏ
Ｕ
の
間
で
国
際
的
な
連
携
協
力
に

関
す
る
覚
書
を
締
結
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、

教
員
や
学
生
の
交
流
、
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
組
成
な
ど
、
国
際
連
携
に
よ

る
研
究
・
教
育
、
人
材
育
成
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

（1） Kyushu University VISION 2030
　九州大学が目指す「総合知で社会変革を牽引
する大学」を実現するために策定したビジョン。
指定国立大学法人の指定申請を契機に、九州大
学の未来を担う若い教職員を含めた全学的な議
論を重ねて得た今後10年間の大学の方向性、方
針を示したもので、「ガバナンス」「DX」「教育」
「研究」「社会共創」「国際協働」「医療」「財務
基盤」の８つのビジョンからなる。

（2） ２つの基盤組織とプラットフォーム
　「未来社会デザイン統括本部」は、九州大学
の研究上の強みである「脱炭素」「医療・健康」
「環境・食料」の３領域を中心に、多様化・複
雑化する社会的課題の解決に貢献する役割を担
う。「データ駆動イノベーション推進本部」は、
データ活用により分野を超えた新たな価値を発
見・創出する総合知のプラットフォームとして
機能し、データ駆動型の教育、研究、医療の展
開と、未来社会のあるべき姿をDXの視点から
提案する役割を担う。
　「オープンイノベーションプラットフォーム」
では、将来の課題探求から研究成果による社会
実装までの道筋を産学官民の連携によって検討
し、共同研究や大学発ベンチャーの創出拡大に
つなげ、九州大学の研究成果を社会に還元する。
研究成果の社会への還元を加速化させるため、
2024年４月に外部法人「九大OIP株式会社」を
設立。

（3） 研究成果の社会実装
　九州大学が取り組む３つのエントリポイント
では研究成果の社会実装も進んでおり、「脱炭
素」ではナノ分離膜を用いたCO2の回収・濃縮
技術で、「医療・健康」ではマンナン被覆粒子
を活用した次世代のアレルゲン免疫療法製剤開
発などで、スタートアップを創出。「環境・食
料」においても、低農薬・低肥料で高収量・高
付加価値の次世代食料生産技術の社会実装に向
け、スタートアップの設立を予定している。

海
外
協
定
大
学
と
共
同
で
学
位
を
授
与
す

る
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
人
間
環
境
学
府
と

山
大
学
校
（
韓

国
）
と
の
間
で
開
始
し
ま
し
た
。
ほ
か
に

も
、
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
国
際
大
学

連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
じ
た
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
本
学
専
任
職
員
が
常
駐
す
る

欧
州
拠
点
を
介
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
拓
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
多
様
な
取
組
を
さ
ら
に
促
進

し
て
い
く
予
定
で
す
。

知
識
基
盤
研
究
か
ら
技
術
統
合
研
究
ま
で

国
際
競
争
力
あ
る
先
端
研
究
を
展
開

　

九
州
大
学
で
は
、
幅
広
い
研
究
分
野
の

中
で
も
、
特
に
、
本
学
の
強
み
・
特
色
を

生
か
し
、
社
会
的
課
題
の
中
で
先
導
し
て

取
り
組
む
べ
き
エ
ン
ト
リ
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、「
脱
炭
素
」「
医
療
・
健
康
」「
環
境
・

食
料
」
の
３
つ
を
設
定
し
て
い
ま
す
  （3）

。

　

例
え
ば
、「
脱
炭
素
」
に
つ
い
て
は
、

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
を
「
実
証
実
験
キ
ャ
ン

パ
ス
」
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
実
現
に
向
け
産
学
官
連
携
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
燃
料
電
池
自
動
車
に
代
表
さ

は
「
人
文
情
報
連
係
学
府
（
仮
称
）」
の

設
置
を
予
定
。「
人
文
学
的
視
点
」
と

デ
ー
タ
分
析
・
人
工
知
能
な
ど
の
情
報
学

を
活
用
で
き
る
知
見
の
双
方
を
備
え
た
分

野
横
断
的
な
高
度
専
門
人
材
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
喫
緊
の
社
会
の
課
題
・
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
情
報
系
教
育
で

は
全
学
生
が
自
ら
の
分
野
に
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
を
応
用

で
き
る
よ
う
、
２
０
２
４
年
10
月
か

ら
「
情
報
系
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
開
始
し
ま
す
。
加
え
て
、
次
世
代

Ａ
Ｉ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｓ
Ｔ
）
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
に
関
す
る

高
度
な
専
門
性
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
技
術

を
他
分
野
へ
応
用
で
き
る
能
力
を
有

し
た
博
士
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
、
海
外

で
研
究
活
動
を
経
験
す
る
研
究
留
学

の
促
進
や
、
海
外
協
定
大
学
と
九
州

大
学
の
双
方
か
ら
学
位
を
授
与
す
る

ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
み
な
ら
ず
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、

ま
な
分
野
の
教
員
の
協
力
の
も
と
、
数
学

を
ベ
ー
ス
と
し
、
異
分
野
連
携
を
進
め
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
て
ゆ
く
数
学

博
士
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
は
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

も
波
及
し
て
お
り
、
２
０
２
５
年
４
月
に

れ
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
、
分
離
膜
を

用
い
た
大
気
中
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
技
術
研
究
、

通
常
は
焼
却
処
分
さ
れ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
つ
い
て
マ
イ
ク
ロ
波
を
基
盤
と
す
る

炭
素
変
換
技
術
を
用
い
て
再
生
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
変
換
す
る
技
術
の
開
発
な
ど
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
、
経
済
学
や
都
市
デ
ザ

イ
ン
学
な
ど
の
文
系
、
芸
術
の
知
を
融
合

し
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
活
か
し
た
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
デ
ザ
イ
ン
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
医
療
・
健
康
」
で
は
昆
虫
の

カ
イ
コ
を
活
用
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
原
料
と

し
て
の
医
療
用
タ
ン
パ
ク
質
の
開
発
、

「
環
境
・
食
料
」
で
は
高
度
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
生
産
性
や
効
率
性
の

向
上
に
取
り
組
む
な
ど
、
異
分
野
融
合
で

社
会
的
課
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
注
力
し
て
い
る
領
域
は
、

「
半
導
体
」
で
す
。

　

世
界
的
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

の
熊
本
県
進
出
を
契
機
に
、
い
ま
、
九
州

全
域
で
新
生
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州

実
現
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
九

州
大
学
で
は
、
２
０
２
３
年
12
月
に
熊
本

県
、
熊
本
大
学
と
の
間
で
半
導
体
分
野
に

お
け
る
研
究
推
進
や
人
材
育
成
・
確
保
な

ど
に
つ
い
て
包
括
的
な
連
携
協
定
を
、

２
０
２
４
年
４
月
に
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
の

間
で
、
研
究
お
よ
び
人
材
育
成
に
お
け
る

協
力
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

包
括
的
な
連
携
の
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
価
値
創
造
型
半
導
体
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
半
導
体
・
集
積

回
路
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
同
時

に
、
社
会
ニ
ー
ズ
な
ど
を
理
解
し
、
社
会

変
革
を
担
う
「
価
値
創
造
型
半
導
体
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
連
携
・
取
組
を
通
じ
て
、
九
州

大
学
は
半
導
体
研
究
を
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、
半
導
体
人
材
の
育
成
と
い
う
社
会

的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幅
広
い
研
究
・
人
材
育

成
を
展
開
で
き
る
の
は
、
多
種
多
様
な
学

問
領
域
に
、
基
礎
的
な
知
識
基
盤
研
究
か

ら
、
実
際
に
社
会
に
実
装
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
技
術
統
合
研
究
ま
で
幅
広
い
研
究

者
が
在
籍
す
る
が
故
で
あ
り
、
本
学
の
強

み
で
す
。

予
測
困
難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

「
総
合
知
」
を
生
み
出
す
九
州
大
学
へ

　

社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

個
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
の
知
見
を

深
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
異
な
る
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
た
ち
と
協
働
し
、

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
九
州
大
学
で
は
、
そ
う
し
た
人
材
を

育
成
す
る
た
め
の
環
境
や
、
多
彩
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
様
な
入
学
者
選
抜
の
実
施
や
、
障
が
い

等
の
あ
る
入
学
志
願
者
に
対
す
る
受
験
上
、

修
学
上
の
配
慮
の
充
実
、
本
学
独
自
の
奨

学
制
度
の
設
置
な
ど
、
個
々
の
学
生
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。

　

予
測
困
難
で
不
確
定
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、「
総
合
知
で
社
会
変
革
を
牽
引
」
す

る
九
州
大
学
で
、
一
緒
に
学
び
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

九州大学　
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